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（12 時間程度のキャンペーン観測で 3−10 cm）に大きく劣っていた．本研究では，甚大な津波被害を
もたらす M8 クラスの巨大地震発生直後に，ブイの振れ回り範囲内の任意の観測位置からの短時間測距









イ形状を用いて係留ブイ観測時の海底局アレイ位置を推定した結果，１測距毎の水平測位精度は 88 cm 















の測位精度は海底局アレイの内側で 35 cm，外側で 159 cm と係留ブイ観測データと同程度であった．
このことは，係留ブイ観測のデータの誤差は従来の船舶観測のそれと遜色なく，測位精度の劣化は純粋 





指標 DOP を導入した．DOP はこれまで用いられてきた観測方程式のヤコビアン行列の条件数により定
義される測位解像度と比べ，測位精度の指向性についても見積もることが可能である．GNSS-A 測位の






































がどこにあっても M8 クラスの地震時変位を検出できる 1m の当初目標を達成した。さらに、ブイ
の位置による観測精度の違いに着目し、GNSS で用いられる DOP という精度劣化指標を導入して、
観測位置と海底局アレイとの幾何学配置で誤差拡大率を解析的に推定する手法を確立した。さら
に、観測方程式のヤコビアン行列を対角化することで誤差楕円を計算し、精度劣化の指向性まで
議論できるようにした。これらの定式化は、疑似データによる数値シミュレーションによっても
妥当性を確認した。 
さらに、実測されているデータと付き合わせることで、誤差劣化指標を実際の誤差の大きさに
スケーリングすることに成功し、本研究の目的である、地震時に得られる計測結果の誤差付き評
価が可能となった。最後に巨大地震発生時に想定される計測トラブルについても、例を上げ計測
誤差への影響を評価した。 
本論文の内容のみならず、観測にも習熟しているほか、既に英文誌に研究内容の一部を公表済
みで、全体をまとめた内容も執筆中であることから、自立して研究活動を行うに必要な高度な研
究能力と学識を有すると判断できる。したがって、今野美冴提出の博士論文を、博士（理学）の
学位論文として合格と認める。 
